
令和６年度（2024 年度）第７回北海道こども施策審議会こども施策部会 
こどもの意見反映に関する有識者ワーキンググループ 議事録 

 
日 時 令和７年（2025 年）１月７日（火）13:00～15:00 
場 所 道庁本庁舎６階 保健福祉部総務課内技監室 
出席者 川田座長、山下委員 
議 題 １ こどもの意見反映推進事業の改善案等について 
    ２ こども向けパブリックコメントの来年度の進め方等について 
    ３ こどもの意見反映推進事業に係るフィードバックについて 
議 事 
（１）議題１（こどもの意見反映推進事業の改善案等）について 

ア 事務局から資料説明（井口主任） 
  ・資料１に基づき説明 
イ 質疑・応答・意見（有・無） 
 ○川田座長 
  ・小学校の対面実施は５，６年生だけか。 
  →基本は５，６年生。一番小さくて 4 年生。 
  ・資料１の 8、９ページは誰が作成したのか、Q2、Q4 とあるが他にもあるのか。 

   →委託業者で作成。参考資料 3－2 のテーマごとに作ったものでこども政策に関係す
る部分を抜粋。 
・今年度事業の総括のために、子どもからの改善案だけでなく、事業に携わったフ
ァシリテーターの所感も残しておいた方が良い。 

   →承知。 
   ・「ホームページをわかりやすく」という意見について、若い人はホームページを

見なくなっているので、全体から絞り込むのではなく、順次的に展開する形のよう
に作り変えたほうが良い。 

   →道のシステム上の規定等で対応できない可能性もあるので、御意見を参考に HP
内容を検討する。 

  ○山下委員 
   ・資料 1 の 7 ページについて、広域募集・対面実施・拡大実施・パブリックコメン

トでアンケート結果の違いはあったか。 
   →同じ傾向。 
   ・資料１の 10 ページの ICT の活用について、各自タブレットを用いる場合もある

ので、自由に調べるなどの時間を確保したほうが良い。 
   →参考にする。 

〇川田座長及び山下委員 
 ・その場では意見が言えない子、熟考タイプの子もいるため、後に意見を言える場



を設けたほうが良い。意見を出す複数のチャンネルを確保しておくことが大事。 
 
（２）議題２（こども向けパブリックコメントの来年度の進め方等について）について 
 ア 事務局から資料説明（井口主任） 
   ・資料２―１～２－４に基づき説明 

・参考資料を共有 
 イ 質疑・応答・意見（有・無） 
  ○川田座長 
   ・アンケートの「意見を出した条例・計画を教えてください」が自由記述だが、プ

ルダウンにできないか。 
   →対応を検討。 
   ・HP 上の掲載方法について、子どもを主に対象にしているもの、道民全体を対象

としているものなど、枠を作って、意見を募集した方が良い。 
  ○山下委員 
   ・HP の掲載について、子どもに関わりの高いものを優先的に上位にすることはで

きないか。あるいは各部局に事前に子どもに聞きたい度合いをアンケートで事前に
聴取できないか。 

    →どの条例・計画も子どもに何らかの形で関係があり、当課で優先順位を判断す
ることは難しい。子どもを主に対象にしているもの、子どもを含めた道民全体を対
象とするものなど枠を作るなど工夫について検討。 

    
（３）議題３（こどもの意見反映推進事業に係るフィードバックについて）について 

ア 事務局から資料説明（井口主任） 
  ・資料３－１～３－３に基づき説明 
イ 質疑・応答・意見（有・無） 

○山下委員 
 ・「案に記載されました」よりも「採用されました」のような意見が採り上げられ

た形の方がわかりやすい。 
 
（４）その他 
 ア 事務局から欠席委員からの審議資料に関する意見書について説明（井口主任） 
 イ 質疑・応答・意見（有・無） 
  ○川田委員 
   ・中学にも社会科教育連盟がある。中学になると地方自治の学習が始まり、社会科

の先生方の関心は高い。 
 

以上 


